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第６号

おがわ文人議会報告

おがわ文人の活動や考えを
Facebookで発進しています。

小河文人で検索

11/29信楽高原鐵道が438日の工事期間を終え開通いたしまし

た。これもひとえに甲賀市内外からの大きなご支援に感謝申

し上げます。振り返りますと一昨年11月改選後、臨時の初議

会において意見書の審議は慣例では行われないところ、意見

書を審議、全会一致での採択を頂き県や国への働きかけ、地

域住民のかたがたの署名運動や信楽高校生徒の募金活動へと

繋がり今日を迎えた事と考えています。	
 

雨の中沿線には数百名の地域の方々が高原鐵道に向かって小

旗を振り再開を喜び合っておられました。みなさまご苦労様

でした。	
 

庚申口小野谷付近に新駅構想!? 

再開したとはいえ今後の高原鐵道の存続には多くの課題があ

ります。開通式典では中嶋市長の挨拶の中で、『小野谷付近

には飯道山への登山コースや庚申山広徳寺など観光資源があ

る庚申口付近に新駅を建設についてはどうか』・・・調査を

含め検討して行くと言及されました。また、私は今後甲賀市

の鉄道網の考え方として、リニア新幹線亀山駅、奈良駅など

の基点から草津線の複線化、びわこ京阪奈線へと夢を膨らま

せて行きたいと考えています。開通式貴生川駅での式典での

三日月知事の大粒の涙は何を意味しているのか？元鉄道マン

として再開を心から喜んでおられ

ているだけでなく、今後の高原鐵

道に対しての決意があったのかな

あと、勝手な推察をしていました	
 

何はともあれ今後は地域住民頼り

ではなく、信楽高原鉄道社長が経営手腕を存分に発揮され、

職員一同英知を結集し賑わいのある信楽高原鐵道へと生まれ

変わる事を期待したいと思います。私も微力ではありますが

力の限り支援と協力をお約束いたします。皆様方には今後と

も、末永いご支援を御願い申し上げます。

新年明けましておめでとうございます
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　 １０月２８日から31日までの3泊４日、

「北方領土返還要求滋賀県民会議」主催の

第32回北方領土視察団として参加させてい

ただきました。当初参加する前は北方領土

の対岸から「返せ」と勇ましくシュプレキ

コールを発する事のイメージがありました

が、この研修では、領土問題の奥深さ、約

70年を経過した現実などを考えますと、北

方領土問題解決への難しさがひしひしと伝

わった4日間でもありました。　	
 

この研修は、過去に学び、現在を知る事に

より、未来を考える機会であったと考えて

います。平成4年から始まったビザなし交

流、平成11年からの島民の自由訪問、15年

からは北方四島、島の患者の受け入れ、健

康診断、医師、看護師派遣などの人道支援

等々、政府､道庁、地域住

民の支援と全国民が一体と

なって解決していかなけれ

ばならない重要課題と考え

ます。	
 

研修二日目、道立北方四島

交流センター「ニホロ」で、

旧島民の河田弘登志氏の講

演では、北方領土問題は日

本固有の領土でしかも我が

国の尊厳に関わることであ

ると指摘され、日本人一人ひとりの全国民

問題と言いながら、これだけ年数が経って

も浸透しているか疑問である。特に学校教

育の中できっちりと勉強しなければならな

い。そしてその環境づくりも大切であると

いっておられました。また、17,291人いた

島民は、現在26年3月で6,927人になって

いる。もっともっと全国の若い世代の方に、

領土問題を考えて欲しいということで締め

くくられました。	
 

今後、青少年への啓発、返還要求運動の後

継者の育成などが運動の重点課題となって

きています。これらを踏まえ、学校教育に

おける教育者が果たす役割が今後ますます

重要になってくると考えています。	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 

ジョバンニの島 
昨年の2月、実話

をもとにした「ジョ

バンニの島」が公

開されました。戦

前から色丹島に住

む一家の生活を軸

に、旧ソ連軍の侵

攻や日本人の抑留

などの歴史を描い

ています。その悲

惨さを描く一方で、

美しい島の姿や、

島でソ連人と日本

人が共に過ごす中で育まれる両国の子

供たちの絆にも触れています8月にはカ

ナダ・モントリオールで開催された第18

回ファンタジア映画祭において、長編

アニメーション優秀賞、観客による投

票で決定される「ベストアニメーショ

ン映画	
 観客賞」の２つの賞を受賞し

DVD版が発売されています。北海道の

長いバス移動の合間にこの作品が流さ

れ、感銘を受けました。レンタルビデ

オ店での貸出も開始されています。是

船上から国後島を望む
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主要地方道・県道12号「今峠」のトンネル化について

主要地方道・県道16号大津信楽線の見通しは？

大津信楽線は大戸川ダム計画とその過程に翻弄され現在も

全線開通に至っていません。ダム反対から容認、道路問題

も解決するはずでしたが、ダム反対の知事が誕生し、国の

方針に従わず、流域の知事を巻き込んでダム計画を凍結に

まで追い込みました。しかし、道路だけはなんとかしてほし

いとの地域の思いが通じ、県道付け替え工事が進んできた

ところです。しかし進捗状況は遅く、未だに甲賀市区域は完

成していますが、大津市側の進捗がわ

かりづらく市民にもっと情報があっても

いいのではないか？改めて完成年度を質問しました。回答は

平成28年度完成。ルートは桐生トンネルから対岸を橋でつ

なぎ、最終的には平野地先で合流との計画。1/19からの通

行止40日間、昨年の台風18号の破損箇所の修繕をすると

のことです。1日も早い完成を望みたいところです。

田代の今峠のトンネ

ル化について質問し

ました。この峠は急勾

配で災害時には一番に通行不能に

なる箇所です。この奥の集落、畑・

田代地区には175世帯357名の住

民の方々がお住まいされています。

以前から危険個所として位置づけ

され、峠の掘り下げやトンネル化な

どの方策を検討された経緯があります。住民の安心安全の

ためには1日でも早くの改修が必要ではないかと考えます。

県に対して事業化を働きかけてほしいとの質問に対し、現在

2013アクションプログラムには今峠の事業化が検討区間に

位置づけされていないが、307号が通行不能になる場合の

大津・水口方面からの迂回路になること

から早期の事業化を県に要望していき

ますと回答がありました。 

昨年、大雪の影響で徳島県みよし町な

ど122世帯220人が孤立し、うち98歳

の女性がなくなりました。今後も市民の

安心・安全のために、山合の小さな集落

の現況も訴えていきたいと考えています。

主要地方道は高速道路や国道と一体となって広
域交通を担う幹線�道路として位置づけられてお
り、整備や維持管理について国の予算で一部補
助されます。

一般質問
しました

陶芸の森25周年を迎えるにあたって・・・

今後の産業展示館の運営と活用方法、産業

遺産としての信楽焼について質問しました。 

特に陶芸の森は信楽へ訪れる方は必ず立ち

寄る人気のスポットでもあります。甲賀市が関わる施設とし

ては産業展示館がありますが、有効に使われているのでしょ

うか。陶芸館では企画展示や収蔵品の展示が根強い人気

があります。また創作館では招待作家や新人アーティストの

掘り起こしなど人材育成に力が注がれています。産業展示

館のみが甲賀市所有ですが、館内の管理は財団の陶芸の

森が指定管理をしています。ただ、フロアのみは信楽焼振

興協議会が製品の展示と販売をしているにとどまっていま

す。来年度25周年を迎える陶芸の森、県の施設とはいえ甲

賀市がもっと積極的に関わっていくことが大切かと考えます。

富岡製糸場で使用されていた糸とり鍋を始め信楽焼の産業

としての歴史を紹介するスペースにも利用できるのではな

いか？財団と実務者レベルで定期的な協議を進めていくと

の回答がありました。28年度は第3回まちなか芸術祭がやっ

てきます。その前にするべきことは何かじっくりと考えていく

べきです。また、旧丸克跡地について市の考えを聞きました。

利用価値のある土地との返答でした。

一般質問
しました

一般質問
しました
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おがわ文人・日々あれこれ活動報告（10/1~12/31）

請願2号 甲賀病院行きコミュニティーバス運行の改善を求める請願 反対

意見書第26号 企業団体献金の禁止と政党助成金の廃止を求める意見書の提出について　 反対

意見書第27号 沖縄知事選挙の結果を受け、名護市辺野古への新基地建設断念を求める意見書の提出について 反対

意見書第28号 消費税増税は先送り実施でなく、きっぱり中止を求める意見書の提出について 反対

意見書第29号 CLTの普及促進による林業・木材産業の活性化を求める意見書の提出について 賛成

意見書第30号 産後ケア体制の支援強化を求める意見書の提出について 賛成

・9/30　議案採決・議会終了  
・10/2　広報特別委員会  
・10/5　市制10周年記念式典 
・10/6　全員協議会 
・10/8　広報特別委員会  
・10/11 陶都しがらきまつり式典 
・10/13 山川宏春氏叙勲披露 
・10/16 広報特別委員会 
・10/17 清風クラブ勉強会 
・10/20 庁舎問題」特別委員会 
・10/20 市商工会総務委員会 
・10/20 市商工会条例勉強会 
・10/21 市商工会理事会 
・10/22 広報特別委員会 
・10/24 全員協議会 

・10/26 関西茶業振興大会 
・10/28~31 北方領土視察研修 
・11/2　土山マラソン  
・11/2　全国たぬきの腹鼓大会 
・11/3　信楽町文化協会芸能発表会 
・11/4　清風クラブ勉強会  
・11/8　たぬきの日祈願祭  
・11/11 臨時議会 
・11/13.14.15　議会報告会 
・11/18 滋賀県調理師会味覚研修 
・11/19 庁舎問題特別委員会 
・11/20.21 
　産業建設常任委員会視察（静岡） 
・11/23 朝宮茶祈願祭 
・11/23 朝宮茶まつり 

・11/25 清風クラブ勉強会 
・11/29信楽高原鐵道再開記念式典  
・12/3　12月定例会開会 
・12/4　市商工会サービス業部会  
・12/10,11,12,15  
　　　　（本会議）一般質問 
・12/16 総務・文教委員会傍聴 
・12/18 多羅尾区・市長面談同行 
・12/19 （本会議）終了 
　　　　　採決、意見書審議、請願 
・12/19　全員協議会  
・12/24　広報特別委員会 
太字は議会公務で出席 
させていただきました。

新年あけましておめでとうございます。皆様方のおかれまして
は、新しい年を迎え健やかにお過ごしのことと存じます。さて、
昨年は地域要望のお手伝いをさせていただき多くの問題が解決、
地域の方々から喜びの声を頂いております。今年も身近な声に
耳を傾け一生懸命頑張ります。今年もよろしくお願い申し上げ
ます。(文責fumi）

今年も公選法により年賀状はご辞退させていただきます

・4/1より信楽子育支援センターが地域市民セ
ンター東側の旧情報管理棟の移転。それに伴
い補正予算として4563千円計上されました。	
 

・コミバスの無料乗車券交付事業追加　経営
改善補助　7,646千円	
 

・人事院勧告による市職員の給与改定につい
ての補正	
 

・新庁舎建設事業として、平成27年度〜29年
度の経費支出について73億6千万円を限度額と
して債務負担行為が設定されました。いよい
よ4月より新庁舎建設が動き出します。

12月議会で決まったこと（補正予算抜粋）


